
　そば屋酒、という言葉を最初に知ったのは、アメリカでだった。
　もちろんそこにはそば屋も旨い酒もない。その頃日本から取り寄せてせっせと読んでいたのが池波正太郎の「剣客商売」
シリーズで、そこでは老剣客・秋山小兵衛がそば屋で酒を飲んでいた。それが日本の若い女性の間で流行っているという
話だった。ちょっといいかも、と憧れた。
　そば屋はなかったが、寿司屋はあった。アメリカン寿司バー。私のお気に入りは、殻の柔らかいカニを揚げて巻いたスパ
イダーロールで、すし飯からはみ出ているカニ足が、蜘蛛の足の揚げ物に見えなくもない。でもそこで日本酒を飲んだこと
はない。本物の酒は簡単には手に入らなかった時代だ。
　日本酒も蕎麦もどちらも最高のこの地に住むようになって、念願叶ったそば屋酒。がぶ飲みでなくさらっと飲む感じが、
なんだか剣客っぽくて気に入っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 土井ひとみ　Hitomi Doi

 Thanks to Snow    A Dragonfly in Heaven
　It was in a small sushi restaurant in Texas.  While eating my favorite spider roll, I noticed a guy, sitting at the counter, 
alone, sipping warm sake from a tiny sake cup.  On the dish right next to his sake flask, there was a natto-maki.  Wow, he 
must be a big Japanese food lover. 
　I felt sorry for him however because I was certain the sake wasn’t really a good one.  Most likely what he was drinking was 
the kind I bought from a local liquor shop for cooking.  Sake was commonly known as “rice wine” at that time.
　Now, things are totally different.  I’ve heard sake is very trendy in the US now.  So the young guy in the Texas sushi bar was 
way ahead of the curve.
　Still, I exclaim proudly to those stylish sake lovers outside of Japan that they must visit my hometown to experience the 
true sake.  Here in the Uonuma area, where rice is excellent and water is snow melted, sake which is made from rice and 
water is naturally superb.  
　I tell you a cool way to drink sake.  Go to soba-ya alone and order sake.  They call it “soba-ya-zake.”  That’s trendy!  And this 
area is again very good for that because soba is another specialty food here.

ご自由にお持ちください
魚沼市・十日町市・津南町
南魚沼市・湯沢町・そして周辺
2017−18 冬、越後魚沼は一面の銀世界

雪国に暮らす者は雪の量が大変気になります。多くても少なくても困ります。
小雪だった昨年、冬至の未明、東の空が赤くなり始め田んぼに空の赤が映った瞬間です。南魚沼市五日町近辺からの八海山。
編集部　酒井 建

越
後
魚
沼
探
訪

南
魚
沼
・
中
魚
沼
・
北
魚
沼
エ
リ
ア
を
行
く

越
後
魚
沼
探
訪

南
魚
沼
・
中
魚
沼
・
北
魚
沼
エ
リ
ア
を
行
く

雪ありて銘酒「日本酒」	と「どぶろく」…	2—3
魚沼雪景		冬イベント…４
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玉
川
酒
造

　
代
表
銘
柄
【
玉
風
味 

た
ま
ふ
う
み

】

創
業　
寛
文
13
年（
１
６
７
３
年
）

住
所　
魚
沼
市
須
原
１
６
４
３

電
話　
０
２
５・７
９
７・２
０
１
７

万
年
雪
の
貯
蔵
庫
で
熟
成
す
る
。

本
社
に
隣
接
す
る「
越
後
ゆ
き
く

ら
館
」の
酒
蔵
見
学
で
は
、酒
造
り

や
貯
蔵
方
法
、日
本
酒
の
歴
史
な

ど
を
紹
介
。試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
46
度
の「
え
ち
ご

さ
む
ら
い
越
後
武
士
」な
ど
10
種

類
が
楽
し
め
る
。

緑
川
酒
造

　
代
表
銘
柄
【
緑
川 

み
ど
り
か
わ

】

創
業　
明
治
17
年（
１
８
８
４
年
）

住
所　
魚
沼
市
青
島
４
０
１
５
―
１

電
話　
０
２
５・７
９
２・２
１
１
７

仕
込
み
水
に
最
適
な
軟
水
に
恵
ま

れ
た
地
で
、手
間
を
惜
し
ま
な
い
酒

造
り
を
貫
く
。丁
寧
に
醸
し
た
酒

は
冷
房
完
備
の
蔵
で
低
温
熟
成
さ

せ
て
出
荷
す
る
。淡
麗
辛
口
な
が
ら

味
が
あ
り
後
味
の
ス
ッ
キ
リ
し
た

味
わ
い
。地
元
小
出
地
区
を
中
心

に
愛
さ
れ
て
き
た
定
評
あ
る
地
酒
。

髙
千
代
酒
造

　
代
表
銘
柄
【
巻
機 

ま
き
は
た

】

創
業　
明
治
元
年（
１
８
６
８
年
）

住
所　
南
魚
沼
市
長
崎
３
２
８
―
１

電
話　
０
２
５・７
８
２・０
５
０
７

日
本
百
名
山
巻
機
山
の
麓
に
位
置

し
、
な
め
ら
か
な
軟
水
の
伏
流
水

を
仕
込
み
水
と
す
る
。
希
少
酒
米

「
一
本
〆
」
の
保
存
に
努
め
、
管

理
や
種
子
栽
培
を
行
う
。
契
約
農

家
で
育
て
た
一
本
〆
を
自
社
精
米

し
醸
す
酒
は
、
米
の
う
ま
味
が
引

き
出
さ
れ
膨
ら
み
が
あ
る
。

松
乃
井
酒
造
場

　
代
表
銘
柄
【
松
乃
井 

ま
つ
の
い

】

創
業　
明
治
29
年（
１
８
９
６
年
）

住
所　
十
日
町
市
上
野
甲
５
０
―
１

電
話　
０
２
５・７
６
８・２
０
４
７

仕
込
み
水
は
蔵
名
の
由
来
で
も
あ

る
赤
松
林
か
ら
湧
き
出
す
清
水
。

良
質
な
酒
米
を
自
社
精
米
し
、
妥

協
の
な
い
酒
造
り
を
行
う
。
伝
統

の
技
を
今
に
伝
え
る
蔵
元
で
醸
さ

れ
る
酒
は
淡
麗
辛
口
な
味
わ
い

で
、
十
日
町
市
を
代
表
す
る
地
酒

と
し
て
高
い
人
気
を
誇
る
。

八
海
醸
造

　
代
表
銘
柄
【
八
海
山 

は
っ
か
い
さ
ん

】

創
業　
大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）

住
所　
南
魚
沼
市
長
森
１
０
５
１

電
話　
０
２
５・７
７
５・３
８
６
６

普
通
酒
で
も
吟
醸
ク
ラ
ス
の
造

り
。
材
料
や
手
間
を
惜
し
ま
ず
、

高
品
質
な
酒
を
手
頃
な
価
格
で
提

供
す
る
。
八
海
山
の
伏
流
水
「
雷

電
様
の
清
水
」
と
厳
選
し
た
米
が

醸
す
酒
は
、
淡
麗
な
味
わ
い
と
香

り
。
品
位
の
あ
る
味
わ
い
で
料
理

を
引
き
立
て
、飲
み
飽
き
し
な
い
。

白
瀧
酒
造

　
代
表
銘
柄
【
上
善
如
水
じ
ょ
う
ぜ
ん

み
ず
の
ご
と
し 

】

創
業　
安
政
２
年（
１
８
５
５
年
）

住
所　
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
湯
沢
２
６
４
０

電
話　
０
２
５・７
８
４・３
４
４
３

良
質
な
米
と
丹
念
に
ろ
過
し
た
地

下
水
を
使
用
。
日
本
の
名
工
に
選

ば
れ
た
杜
氏
の
技
を
引
き
継
ぐ
蔵

人
の
高
い
技
術
と
最
新
の
設
備

で
、
や
わ
ら
か
く
飲
み
や
す
い
酒

を
醸
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ

わ
せ
、
日
本
酒
の
枠
を
超
え
た
独

自
の
世
界
観
を
提
案
す
る
蔵
元
。

苗
場
酒
造

　
代
表
銘
柄
【
苗
場
山 

な
え
ば
さ
ん

】

創
業　
明
治
40
年（
１
９
０
７
年
）

住
所　
中
魚
沼
郡
津
南
町
下
船
渡
戊
５
５
５

電
話　
０
２
５・７
６
５・２
０
１
１

魚
沼
地
域
で
も
指
折
り
の
豪
雪
地

に
あ
り
、
雪
に
埋
ま
っ
た
蔵
で
手

作
業
に
よ
る
丁
寧
な
酒
造
り
を
守

り
続
け
る
。
百
名
山
苗
場
山
か
ら

発
す
る
超
軟
水
の
伏
流
水
を
仕
込

み
水
と
し
、
淡
麗
な
な
か
に
米
の

豊
潤
な
味
わ
い
も
あ
わ
せ
持
つ
、

飲
み
飽
き
し
な
い
地
酒
。

青
木
酒
造

　
代
表
銘
柄
【
鶴
齢 

か
く
れ
い

】

創
業　
享
保
２
年（
１
７
１
７
年
）

住
所　
南
魚
沼
市
塩
沢
１
２
１
４

電
話　
０
２
５・７
８
２・０
０
２
３

『
北
越
雪
譜
』
を
著
し
た
鈴
木
牧

之
ゆ
か
り
の
蔵
で
創
業
三
百
年
。

酒
名
の
「
鶴
齢
」
は
牧
之
が
命
名

し
た
。
杜
氏
や
蔵
人
、
酒
米
を
栽

培
す
る
農
家
、
酒
屋
や
料
理
店
、

呑
み
手
の
和
合
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
酒
は
、
厳
し
い
冬
に
育
ま
れ
た

芳
醇
で
淡
麗
な
味
わ
い
。

魚
沼
酒
造

　
代
表
銘
柄
【
天
神
囃
子
て
ん
じ
ん

ば
や
し

 

】

創
業　
明
治
６
年（
１
８
７
３
年
）

住
所　
十
日
町
市
中
条
丙
１
２
７
６

電
話　
０
２
５・７
５
２・３
０
１
７

普
通
酒
で
も
吟
醸
ク
ラ
ス
ま
で
米

を
磨
く
酒
造
り
で
「
味
わ
い
の
あ

る
旨
さ
」
を
追
求
す
る
蔵
元
。
市

内
の
農
家
と
契
約
し
幻
の
酒
米

「
亀
の
尾
」
を
用
い
た
酒
造
り
に

も
取
り
組
む
。
代
表
銘
柄
の
「
天

神
囃
子
」
は
妻
有
地
方
の
祝
い
の

席
に
欠
か
せ
な
い
定
番
酒
。

津
南
醸
造

　
代
表
銘
柄
【
霧
の
塔 

き
り
の
と
う

】

創
業　
昭
和
29
年（
１
９
５
４
年
）

住
所　
中
魚
沼
郡
津
南
町
秋
成
７
１
４
１

電
話　
０
２
５・７
６
５・５
２
５
２

全
国
名
水
百
選
龍
ケ
窪
と
同
じ
水

脈
の
超
軟
水
の
清
水
を
仕
込
み
水

と
し
、
津
南
町
の
地
元
農
家
が
栽

培
し
た
「
五
百
万
石
」
を
じ
っ
く

り
醸
す
。
淡
麗
辛
口
で
ス
ッ
キ
リ

と
し
た
飲
み
口
の
中
に
、
ふ
く
ら

み
の
あ
る
米
の
う
ま
味
を
感
じ
る

味
わ
い
。

　
雪
深
い
越
後
魚
沼
の
地
は
、日
本
一
の

米
ど
こ
ろ
で
あ
る
と
同
時
に
、酒
ど
こ
ろ

で
も
あ
る
。

　
日
本
酒
王
国
の
新
潟
県
内
で
も
屈
指
の

酒
蔵
が
集
ま
り
、い
ず
れ
劣
ら
ぬ
品
質
本

意
の
酒
造
り
で
技
を
競
っ
て
い
る
。

　「
淡
麗
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る

味
わ
い
に
は
、
雪
国
の
風
土
が
深
く
関

わ
っ
て
き
た
。

　
上
信
越
の
山
々
に
降
り
積
も
っ
た
雪
は

豊
富
な
伏
流
水
と
な
り
、
仕
込
み
水
に
使

わ
れ
る
。
魚
沼
の
水
は
軟
水
が
多
く
、
ミ

ネ
ラ
ル
が
少
な
い
た
め
発
酵
力
が
弱
い

が
、
ゆ
る
や
か
に
醸
さ
れ
る
こ
と
で
、
き

れ
い
な
味
の
酒
に
な
る
。

　
雪
は
空
気
を
清
浄
に
し
雑
菌
の
繁
殖
を

防
ぐ
。
軒
先
ま
で
雪
に
埋
も
れ
た
蔵
の
中

は
適
度
な
低
温
に
保
た
れ
、
低
温
長
期
発

酵
に
最
適
な
環
境
と
な
り
、
淡
麗
で
高
品

質
な
清
酒
を
醸
し
出
し
て
き
た
。

　
鈴
木
牧
之
の
『
北
越
雪
譜
』
に
曰
く
、

「
越
後
縮
は
雪
と
人
と
気
力
相
半
し
て
名

産
の
名
あ
り
。
魚
沼
郡
の
雪
は
縮
の
親
と

い
ふ
べ
し
」。

　
雪
は
ま
た
田
畑
を
潤
し
、
蔵
の
命
と
も

い
う
べ
き
水
と
な
る
。
ま
さ
に
「
雪
は
酒

の
親
と
い
ふ
べ
し
」
で
も
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
近
年
、
中
山
間
地
域
の
農
業
者

に
よ
る
、
昔
な
つ
か
し
い
「
ど
ぶ
ろ
く
」

が
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　
原
料
の
米
や
水
、
そ
の
土
地
、
ま
た
造

り
手
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
溢
れ
る

味
が
醸
し
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
た
ま
ら
な

い
魅
力
で
あ
る
。

清　

津　

川

水　無　川

巻機山巻機山

八海山

守門岳

谷川連峰谷川連峰
苗場山苗場山

信
濃
川

中
津
川

清
津
川

魚
野
川

破
間
川

苗場酒造 津南醸造

髙千代酒造

白瀧酒造

青木酒造

松乃井酒造場

魚沼酒造
八海醸造

緑川酒造

玉川酒造

奥只見湖

湯沢町

津
南
町

十日町市

南魚沼市

魚沼市
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冬
が
近
づ
く
と
、
雷
注
意
報
が
出
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
雷
は
プ
ラ
ス

に
帯
電
し
た
空
気
と
マ
イ
ナ
ス
に
帯
電
し
た
空
気

の
放
電
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。
夏
の
雷
は
、
上
昇

気
流
に
よ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
、
寒
気
の
流

入
に
よ
り
ま
す
。

　『
北
越
雪
譜
』
に
は
、
雪
の
前
触
れ
と
し
て
、

高
山
の
雷
を
、
里
で
は
山
が
鳴
っ
て
い
る
よ
う
に

聞
こ
え
る
の
で
、「
胴ど
う

鳴な

り
」
と
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
〇
〇
山
、
〇
〇
岳
に
雪
が
〇
回
降
る

と
、
や
が
て
里
に
も
下
り
て
く
る
と
い
う
言
い
伝

え
が
残
っ
て
い
ま
す
。
高
い
山
に
雪
が
降
る
こ
と

を
、「
嶽
廻
（
た
け
ま
わ
り
）」
と
鈴
木
牧
之
は
書

い
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
雪
の
結
晶
は
六
角

形
を
し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
形
は

一
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
鈴
木
牧
之
は
、
雪
が
降
る
仕
組

み
と
形
を
、「
気
」
と
そ
の
要
素

で
あ
る
「
陰
陽
」
で
説
明
し
て
い

ま
す
。
世
界
は
、
九
つ
の
天
が
あ

り
、
地
上
に
一
番
近
い
天
を
太
陰

天
、
こ
こ
に
は
熱
際
・
冷
際
・
温

際
の
三
層
が
あ
り
、
地
面
か
ら
発

生
す
る
地
気
は
温
際
を
上
り
、
冷

際
で
冷
や
さ
れ
て
雪
・
雨
な
ど
に
な
る
と
説
い
て

い
ま
す
。
図
形
で
は
、
方
形
が
陰
、
円
が
陽
で
す
。

雪
が
六
角
形
に
な
る
の
は
、
天
の
円
形
と
地
の
方

形
の
作
用
に
よ
る
と
解
し
て
い
ま
す
。

　
気
の
考
え
方
は
、
牧
之
独
自
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
学
者
安
藤
昌
益
は
、『
自

然
真
営
道
』
の
中
で
「
気
一
元
論
」
を
説
き
、
自

然
現
象
は
一
気
が
進
と
退
の
異
な
る
方
向
を
持

ち
、
対
立
し
た
自
己
運
動
に
因
る
も
の
と
述
べ
て

い
ま
す
。
三
浦
梅
園
は
、『
玄
語
』
の
中
で
「
反

観
合
一
」
と
い
う
概
念
で
自
然
現
象
を
と
ら
え
、

陰
陽
が
対
立
し
、
対
立
し
て
い
る
か
ら
弁
証
法
的

に
統
合
さ
れ
る
と
し
、
森
羅
万
象
を
対
立
の
統
一

と
見
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
万
物
の
存
在
す
る
空

間
は
、
虚
や
無
で
は
な
く
、
物
の
形
を
と
ら
な
い

有
で
あ
り
、物
質
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

今
日
問
題
に
な
っ
て
い
る
温
暖
化
や
放
射
能
は
、

江
戸
時
代
の
自
然
観
か
ら
す
れ
ば
、
人
間
の
活
動

に
よ
る
「
気
」
の
著
し
い
乱
れ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
冬
を
迎
え
、
こ
の
地
域
に
雪
は
大
切
で
す
が
、

気
の
乱
れ
の
少
な
い
マ
イ
ル
ド
な
冬
で
あ
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
　
南
魚
沼
市
文
化
財
保
護
審
議
会
　
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
木
　
孝
雄

ディスカバー
越後魚沼

　
雪
の
き
ざ
し
と
牧
之
の
自
然
観

　
師
走
と
な
り
、
い
よ
い
よ
雪
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
雪
が
降
り

積
も
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
森
の

中
も
一
面
雪
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
雪

の
上
で
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
昆
虫
が
い
ま

す
。
そ
れ
が
「
雪
虫
」
で
す
。
雪
虫
は
江
戸
時
代

後
期
に
著
さ
れ
た
「
北
越
雪
譜
」
に
も
「
雪
蛆
（
せ

つ
じ
ょ
）」の
名
で
登
場
し
ま
す
。雪
虫
に
は
、様
々

な
昆
虫
の
グ
ル
ー
プ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
「
セ
ッ
ケ
イ
カ
ワ
ゲ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
雪
上

の
昆
虫
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　
セ
ッ
ケ
イ
カ
ワ
ゲ
ラ
は
カ
ワ
ゲ
ラ
目
ク
ロ
カ
ワ

ゲ
ラ
科
ユ
キ
カ
ワ
ゲ
ラ
属
に
属
す
る
昆
虫
の
一
群

で
す
。
幼
虫
は
川
の
中
で
過
ご
し
、
成
虫
は
川
か

ら
上
陸
し
、
川
辺
を
歩
き
ま
わ
り
ま
す
。
成
虫
の

体
は
全
体
的
に
漆
黒
で
あ
り
、
翅

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
越
地
域
で
よ

く
目
に
す
る
セ
ッ
ケ
イ
カ
ワ
ゲ
ラ

は
ユ
キ
ク
ロ
カ
ワ
ゲ
ラ
（
写
真
）

と
い
う
種
で
す
。
こ
の
仲
間
の
特

筆
す
べ
き
特
徴
は
そ
の
出
現
時
期

に
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
ま
だ
雪
深

い
一
月
か
ら
出
現
し
始
め
、
四
月

頃
ま
で
成
虫
は
雪
上
を
歩
き
ま
わ

る
の
で
す
。
名
前
に
あ
る
「
セ
ッ

ケ
イ
（
雪
渓
）」
は
そ
の
生
態
に

由
来
し
ま
す
。

　
こ
ん
な
寒
い
時

期
に
出
て
き
て
体

が
凍
っ
て
し
ま
わ

な
い
か
心
配
に
な

り
ま
す
が
、
セ
ッ

ケ
イ
カ
ワ
ゲ
ラ
の

仲
間
は
低
温
に
適

応
し
た
特
殊
な
体

の
機
構
を
持
っ
て

い
る
ら
し
く
、
雪
の
上
で
活
発
に
活
動
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
雪
の
上
で
セ
ッ
ケ
イ
カ
ワ
ゲ
ラ
の

仲
間
の
行
動
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
い
る
と
、
ど

の
個
体
も
川
の
上
流
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
ま
す
。
幼
虫
期
を
川
の
中
で
過
ご
す

彼
ら
は
、
成
虫
に
な
る
ま
で
に
ど
う
し
て
も
下
流

へ
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
彼
ら
は
成
虫

に
な
る
と
、
太
陽
の
方
向
と
雪
面
の
傾
斜
を
計
測

し
て
、
上
流
へ
と
移
動
す
る
の
で
す
。

　
セ
ッ
ケ
イ
カ
ワ
ゲ
ラ
を
含
む
雪
虫
の
生
態
は
ま

だ
十
分
に
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
セ
ッ

ケ
イ
カ
ワ
ゲ
ラ
た
ち
の
活
動
が
本
格
化
し
て
き
ま

す
が
、
雪
上
を
散
策
さ
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
彼
ら

の
生
活
に
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
新
発
見

が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

里
山
科
学
館
　「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

　
雪
虫
「
セ
ッ
ケ
イ
カ
ワ
ゲ
ラ
」

魚沼市入広瀬　佐藤　貞一
魚沼産コシヒカリと守門山
麓の伏流水で醸す迫力の生
酒「㐂八（きはち）」。赤色
酵母を使用したピンクの酒

「万季（まき）」はアルコー
ル控えめで女性に好評。

湯沢町神立　笛田　文芳
米を精米率 65％まで磨き、
清らかな湧水で醸したどぶ
ろくを「生」で。酒通好みの

「淡雪」や、アルコール度数
控えめの「しみわたり」は
若者や女性に。

　「
ど
ぶ
ろ
く
」
は
構
造
改
革
特

別
区
域
法
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
区

域
内
（
ど
ぶ
ろ
く
特
区
）
で
、
免

許
取
得
者
の
み
が
製
造
で
き
る
。

　
製
造
方
法
は
清
酒
と
基
本
的
に

は
同
じ
だ
が
、
自
家
栽
培
だ
け
を

使
い
添
加
物
は
一
切
使
用
せ
ず
、

も
ろ
み
を
漉
さ
な
い
の
が
特
徴

で
、
米
本
来
の
甘
さ
や
香
り
、
濃

厚
な
味
わ
い
が
楽
し
め
る
。

　
魚
沼
地
域
で
は
、
認
定
第
一
号

の
製
造
者
を
は
じ
め
、
米
ど
こ
ろ

な
ら
で
は
の
完
成
度
の
高
い
ど
ぶ

ろ
く
が
造
ら
れ
て
い
る
。

米
と
土
地
の
個
性
を
味
わ
う

　
　
農
家
が
醸
す
酒「
ど
ぶ
ろ
く
」

十日町市松代　若井　明夫
どぶろく特区全国第一号取
得。「田楽（でんがく）」は
化学肥料を一切用いずに育
てたコシヒカリを使用。米の
甘みが生かされ、後口はすっ
きりで飲みやすい。

小千谷市真人町 　羽鳥　清
信濃川西岸で育てた有機栽
培米コシヒカリを使用。火
入れをし旨味を引き出した

「雪輝（ゆうき）」の他、生
タイプ、マイルドタイプの３
つの味わい。

清　

津　

川

水　無　川

巻機山巻機山

八海山

守門岳

谷川連峰谷川連峰
苗場山苗場山

信
濃
川

中
津
川

清
津
川

魚
野
川

破
間
川

苗場酒造 津南醸造

髙千代酒造

白瀧酒造

青木酒造

松乃井酒造場

魚沼酒造
八海醸造

緑川酒造

玉川酒造

奥只見湖

湯沢町

津
南
町

十日町市

南魚沼市

魚沼市
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魚
沼
雪
景

白銀の絶景車窓「JR只見線」（魚沼市）
全国紙の「冬景色のきれいなローカル線」に選ばれるなど雪景色の美しい路線。
問（一社）魚沼市観光協会 ☎025-792-7300

ロープウェーで白銀の世界へ（南魚沼市）
石打丸山スキー場や八海山スキー場、上越国際スキー場など、長靴で気軽に雪の
パノラマが楽しめる。　問（一社）南魚沼市観光協会 ☎025-783-3377

モノトーンの「美人林」（十日町市）
雪に覆われたブナ林は神秘的。「森の学校」キョロロ（☎025-595-8311）で
スノーシューをレンタルできる（500円）。 写真　（一社）魚沼市観光協会　

結の灯り―魚沼雪洞まつり
（魚沼市）1月27日㊏のオー
プニングイベントコンサート
から３月 10 日まで、市内
各地で開催される雪のイベ
ントを「結の灯り」でつな
ぎ、魚沼の冬を盛り上げる。
http://www.yuinoakari.com
問（一社）魚沼市観光協会
☎ 025-792-7300

むこ投げ・すみ塗り（十日
町市松之山温泉薬師堂）１
月 15 日㊊。前年に結婚し
た初婿を、高さ約 5m の薬
師堂の境内から雪の上に投
げ落とす。すみ塗りは賽の
神の灰と雪を混ぜ、顔に塗
りあう小正月行事。問（一社）
十日町市観光協会松之山支
部 ☎ 025-596-3011

節季市（チンコロ市） （十日
町市諏訪町通り）1月10日・
15 日・20 日・25 日。 農
家が冬季間の副業に作る生
活用品などを持ち寄る市。
犬を型どったしんこ細工「チ
ンコロ」が人気で、別名「チ
ンコロ市」とも。問（一社）
十日町市観光協会　☎ 025-
757-3345

湯沢冬花火 （湯沢町各ス
キー場）湯沢町内の各ス
キー場では雪上花火イベン
トが目白押し。12月31日
19時神立高原スキー場、
23時45分NASPAスキー
ガーデン。1月1日 0時湯沢
パークスキー場、20時45
分湯沢中里スノーリゾー
ト、など。

三国街道塩沢宿「牧之通り」
（南魚沼市塩沢）　『北越雪
譜』の著者・鈴木牧之生誕
の地。三国街道の宿場町を
彷彿させる街並みが復元さ
れた。その名も「牧之通り」。
雁木の下を、足元を気にせ
ずに散策できる。
問（一社）南魚沼市観光協会
☎ 025-783-3377

スカイランタン体験（ニュー・
グリーンピア津南）スキー
場オープンから 3 月中の毎
日、スカイランタン体験を
開催。平日・日曜日は18 時、
土曜日は18 時と 20 時の 2
回（3 月 9 日・10 日除く）。
参加費 1個 1000 円。要事
前予約。問ニュー・グリーン
ピア津南☎ 025-765-4611
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